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自己紹介

石田東生（いしだはるお）   筑波大学 名誉教授・学長特別補佐     

 

略歴 1974 東京大学土木工学科卒業

1982 筑波大学社会工学にて教員、2017定年退職

専門 社会資本政策、交通政策、国土計画

最近の興味

      社会資本と国土政策、道路を活用した地域振興策、新しいモビリティ・サービス、、、

主な社会活動

  スマートシティ関連合同審査委員会委員長 内閣官房、国交省、経産省、総務省

内閣府 ＳＩＰ「スマートモビリティプラットフォームの構築」 ＰＤ

デジタル庁 モビリティＷＧ有識者構成員

国土交通省 社会資本整備審議会道路分科会会長・環境部会長、国土審議会委員・北海道開発分科会長、

グリーンインフラ推進協議会運営委員長

国土交通省・経済産業省 スマートモビリティチャレンジ協議会 企画運営委員長

経済産業省 デジタルライフライン全国総合整備実現会議有識者構成員、RoAD to the L4 委員

千葉県・成田国際空港株式会社 NRT Area Design Center （NADC) センター長

NPO法人 日本風景街道コミュニティ 代表理事

筑波大学
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話の概要

•はじめに ＳＩＰのご説明、日本の状況と交通課題

• ＳＩＰ「スマートモビリティプラットフォームの構築」
• 全体像
• 二つの出口戦略
• 個々の研究活動と成果の紹介

• おわりに
• 自己総括
• お願い

筑波大学
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ＳＩＰとは？

明日の日本（Society5.0）を切り拓く
研究技術開発にとどまらない
社会実装を目指した
政府（総合科学技術イノベーション会議）主導の
大規模プロジェクト

１期 2014-2018、2期 2018-2022、3期 2023-2027
第3期は14課題で実施中
スマートモビリティプラットフォームの構築 もその一つ

筑波大学

Society5.0 科学技術基本計画の基本的概念

リアル（現実空間）とデジタル（仮想空間）を
高度に融合した社会システムにより、
経済発展と社会課題の解決を両立する、
人間中心の社会

戦略的イノベーション誘導プログラム
The Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program
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人口の増減、高齢化率の上昇

高齢者

生産年齢人口

若年層

大きな人口減少率 ( EU諸国の10倍以上）

高齢化率の上昇も早い

高齢化率（65歳以上）

筑波大学

出所：国土審議会資料
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まだら模様の人口減少

人口減少率は東京から遠いところ、人口規模の小さな自治体で大きい

所得格差が東京一極集中の原因だと思われているが、・・・

>500k 

<10k

50k to
100k

筑波大学

出所：国土審議会資料
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経済的豊かさ 可処分所得、基礎的支出、交通費用 2019

国土審議会地域生活圏資料

47都道府県間の所得格差 中位数によるランキング

Tokyo

可処分所得 東京 1

基礎的支出 東京47

可処分所得ー
基礎的支出 東京25

さらに、交通時間東京40 

経済的豊かさでは東京は必ずしも一位ではない。
にも関わらず東京への集中、特に若年層の集中は続く。

よい人生、やりがいのある仕事、家族、友達・・・  

アクセシビリティとモビリティ
JAPIC国土創生プロジェクト提言の基本的考え方

筑波大学
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しかし現実には、多くの地域でモビリティサービスが劣化

自由に移動できない ＝ 禁固刑  

食料品へのアクセスが困難な人口免許返納者数

筑波大学

出所：国土審議会資料
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国土交通省 交通空白解消本部

厳しい人的制約、財源制約下でどう実現していくか
資源の有効活用を妨げる法制度、ビジネス慣習、社会受容性の変革も視野に

筑波大学

出所 国土交通省 交通空白解消本部
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通学路の交通安全問題

平和な美しい小学生の集団登校風景

しかし、

この狭い通学路の最高速度規制は 60kph
しかも全面車道（歩行者は右端の歩行が義務）

このような狭い道路が全国の市街地内に

600,000km

過去2回の大事故(2012 亀岡、2021 八街）を受けて
通学路の緊急安全総点検が実施されたが、
潜在的危険個所はまだたくさん存在

中高生の自転車通学も大きな課題に

馬車の時代がない日本ではモータリゼーションによって
生活道路へ自動車が侵入したが、安全対策は後回しに

筑波大学
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小さなみち の安全状況

交通事故死者数は下げとまり、ないしは上昇傾向も
歩行中・自転車乗車中の死亡者ゼロを目指すには、ゲームチェンジが必要かも

筑波大学
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SIP「スマートモビリティプラットフォームの構築」に取り組む基本姿勢

•日本の地方・地域の厳しい状況 への対応

•交通課題 拡大するモビリティディバイドと安全・快適でない都市内道路

• モビリティサービスのあり方についての基本態度
• 人の生死・幸せとモビリティ
• 人を幸せにし、地域産業を活性化し、津々浦々を日本を良くするモビリティサー
ビスの追求

• 社会実装するために、技術の再定義

筑波大学
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人の生死・幸せとモビリティ

人の幸せ

生存
生命・衣食住

安寧なくらし
強靭な国土・空間

物流

生きがい
学・働・育・遊・交

社会的存在としての人間
支えるモビリティ

人に、産業に、地域にモビリティは必須
そして、モビリティを取り巻く状況は急速に変化
追い風 自動運転（CASE), MaaS, DX, スマート、・・・・

しかし、ＭaaＳバブル、自動運転バブルはしぼみつつある
急ぐ理由 高齢化、地方の疲弊、輸送サービスの持続性に黄信号、・・・・

筑波大学
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モビリティサービスの置かれている状況、政府の政策方針、純技術開発の動向を踏まえて

技術の再定義 が重要だとの認識

モビリティサービス分野は社会システムを
支える基本的なインフラ。それだけに、
対象領域は広く、暮らし・産業に直結し、
法制度、ビジネス慣習はかなり固定的。
負担と受益の関係も含めた社会受容性の
獲得とそれを担う地域人材の育成。

エコシステムの構築に資するような研究開発
領域・対象限定型ではモビリティサービス総体の
社会実装は難しい。

FS期、1,2年での工夫
実装の形と研究開発戦略の共有と
目標の具体化

筑波大学
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「スマートモビリティプラットフォームの構築」の全体像

• ビジョン・ミッション

•研究テーマの構成と出口戦略

•主な成果
• 出口戦略１ 持続可能なモビリティ・サービスの提案と全国津々浦々への実装

• 出口戦略２ 安全・快適・賑わいのある都市を実現する広義のインフラの提案と実装

• 出口1 X 出口2 の例

• 支えるJMDS（Japan Mobility Data Space) と 国際展開

• JAPICとの連携

筑波大学
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●２つの大テーマ（社会実装単位）を通じて、モビリティディバイドのない社会を目指す（ビジョン）

●政策の推進にあたりEBPM※1を実現する上で不可欠となるデータやツール、コミュニティ環境を提供するデータ連

携基盤としてJMDS※2を構築する。また、成果の海外輸出や共同成果の創出、国際機関との情報交換やベンチ
マークを行うための国際連携活動を併せて行う。

「スマートモビリティプラットフォームの構築」の全体像 まずビジョン・ミッション

地域生活圏

社会実装単位① 持続可能なモビリティ・サー
ビスの提案と全国津々浦々への実装

社会実装単位② 安全・快適・賑わいのある都
市を実現する広義のインフラの提案と実装

データ連携基盤（JMDS※2）

国際連携
⚫ ASEAN諸国への成果輸

出、共同成果創出

⚫ 国際機関との連携強化

と情報交換・成果発信、

ベンチマーク

ミッション

ビジョン：モビリティディバイドのない社会

※2 Japan Mobility Data Space

※1 Evidence-Based Policy Making

筑波大学
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ＳＩＰスマモビ 研究テーマ一覧 16研究コンソ 筑波大学
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研究成果を社会実装に向けて連携・強化するために、出口戦略を設定
筑波大学

出口戦略 と 各研究課題・コンソ
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出口戦略１

持続可能なモビリティ・サービスの提案と全国津々浦々への実装

•全国で展開される挑戦事例
• 小さいまちでの実例

• 共通の悩み スケールしない

• 支える・使える道具がない 課題認識の共有化、ビジネスモデル検討・政策検討・
合意形成のためのツール：ダッシュボード、シミュレーション、データ基盤、・・・

• 法制度・慣習が追いついてこない

• SIPスマモビの成果例の紹介

•成果をどう使っていただくか挑戦中

筑波大学
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狭域展開の例 1 富山県朝日町における挑戦

人口 11000人 面積 227km2
参考情報 中川大・京大名誉教授の故郷

ご尊父は町長経験者
交通政策に長く関与

持ちつ持たれつ社会（もちもた社会）の構築
ノッカル、みんまなび、子育て応援、
LoCoPi、100年年表、・・・

伴走しているのが博報堂

博報堂のビジネスモデル
公共財・公共サービスを再編集するパートナー
公共交通・地域教育・地域経済を再編集

多数の自治体に売り込み。話がまとまったのが朝日町

中心人物
畠山洋平 同志社大経済卒業。2003年に博報堂入社

堀内悠 京都大社会基盤修了。2006年に博報堂入社

筑波大学

出所：朝日町HP
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地域交通とノッカル

出所：朝日町HP

筑波大学
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みんまなび の講座例

誰でも先生に。実践で楽しく。気軽手軽に多数回開催
ノッカルとの連動
コンテンツとしての魅力

紙飛行機の会
参加は10人

筑波大学

出所：朝日町HP

出所：朝日町HP
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マイナンバーカードの活用
施設・イベント等の利用実態
子供・高齢者の見守り
公共サービスの向上
ポイント制

安価なシステム構成（博報堂の総合力）

LOCoPiによる統合化 筑波大学

出所：朝日町HP
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狭域展開の例 2 北海道厚真町と（株）ミーツ

北海道厚真町
目指す姿

筑波大学

出所：ミーツＨＰ
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中心人物： 成田智哉
1998年 千歳市生まれ
東京大学卒業後にトヨタ自動車入社

2018年 ブラジル駐在中に胆振東部地震発生。退社を決意
2019年 ミーツ設立 地域の必要にミーツする

 マドラー設立 地域・社会をかき混ぜる
2022年 Coop札幌からも出資、連携・協働

活動の一例 共助型困りごと解決プラットフォーム ミーツ事業 筑波大学

出所：ミーツＨＰ
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ミーツの考え方 将来像と仕組み

MaaS 街づくり as a Service
困りごとの数だけ出会いがある
コミュニティの形成 信頼とワクワク（面白さ、期待）
共助型 持ちつ持たれつのコミュニティ

ユーザーとパートナーは時として入れ替わる

困りごと解決のプラットフォーム
使いやすいデジタル化
データの蓄積

筑波大学

出所：ミーツＨＰ
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横展開・普及への挑戦 コープさっぽろとの連携・関連会社化

コープさっぽろ
組合員数 200万人（世帯加入率 80%）
出資金 900億
総事業高 3200億

「北海道に貢献する」
「課題解決型組織へ」

ミーツとの連携
協同組合X共助型プラットフォーム
成田氏が地域政策室室長に就任

筑波大学

他にも実例は多数

推進リーダーに地域生活圏検討にも参画いただ
いている
モビリティが主要要素

持続のための利益追求と地域課題解決の志の
両立

出所：ミーツＨＰ
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超高齢社会のモビリティ１ フレイルサポーターの大きな意味と意義 高知県仁淀川町

• 高知県仁淀川町 人口4000人強(減少中)、高齢化率60%弱(上昇中)

• 超高齢社会における高齢者の役割と定め
• 和ろうそく型人口ピラミッドにおけるボリュームゾーン
• 動けなくなってもなかなかお迎えには来てくれない
• 元気にならないとだめ

• フレイルサポーターとくれない族
• 「くれない族」 曽野綾子さんの言葉。世の中に「あれをしてくれない」「これをしてくれない」「何もし
てくれない」「誰もしてくれない」と文句ばかりいう人の増加を憂えて「紅族」ならぬ、「くれない族」に
ならないように提唱。

• フレイルサポーター 自らが元気になり、他人を助け、元気を広げる｡くれない族の対極。

• フレイルサポーターと学問のすすめ
• 福沢諭吉 「一身独立して一国独立する」を提唱 （「学問ノススメ」第3篇）

• フレイルサポーター 「一身自立して地域自立する」の体現

• これをみんなで 楽しく、明るく、実践。 素晴らしい。

筑波大学
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ハツラッツ体操

2024.12.2に参加しての感想

皆さん元気、柔らかい、体力十分

石田の実感
許してもらえない。
弱点を認識
肩関節、股関節、手首・足首

写真：小松仁視さん提供

筑波大学
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運動後の共食（きょうしょく 一緒に食べる）

写真：小松仁視さん提供

運動後は美味しいが、なお美味しく
おしゃべりしながらでさらに美味しい

ともに時間を過ごす
楽しいから外出する。
引きこもらない。
色々な巡りが活発になる。
他人に移る。サポーター。

支えるモビリティ・サービス

筑波大学
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フレイルサポーターの活躍
持ちつ持たれつの実践 モビリティサービスの提供 ドライバーとコンパニオン

出発前の準備？

ドライバー・コンパニオンも高齢者
ドライバーは安全に
コンパニオンは声がけ 明るく楽しく

いざ出発 狭い道もスイスイ

成績優秀
輸送量、評価・定着

実証実験は終わったけれど、本格運行をみんなの力
でぜひ

筑波大学
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超高齢社会のモビリティ お出かけ支援サービス 藤枝市西益津地区

実施主体 西益津地区お出かけ支援隊 主力は団塊世代（７５歳以上） 藤枝市は車両と保険
会員３４名のお出かけをボランティア２７名で支援
自家用有償制度の活用、通院サポート隊（福祉有償制度）との連携も
藤枝市全体では9つのモビリティサービスがある(使える制度・補助事業が異なる。努力と工夫の結果だがややこしい）

左 買い物先での語らい
楽しみの一つ

下段 行き届いた支援サービス
買い物先での荷物運搬、乗車下車支援、自宅まで届ける（荷物も運ぶ）

こういったモビリティサービスは
今後ますます重要に
Ｌ４自動運転は運転代行のみ
真のモビリティサービスたりうるか疑問

筑波大学

藤枝市 13万人
西益津     9千人
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無理やり、共通点

•小さな自治体
• 課題・問題が危機的レベルに達していて動かざるをえない
• コミュニケーション・意思疎通がまだスムーズ 10000人のガラス天井

•比較的少人数の頑張る人たち 小さいので何とかなる

• スケールしない、展開できない

• そこを支援できないか
• SIPスマモビの純技術開発 支援ツール、モビリティ・リデザイン・ツール
• 情報の展開・共有から 知恵袋、ティップス集、
• ビジネス化・法制度改革・人材育成 社会実験と政府への働きかけ

筑波大学

33

http://www.tsukuba.ac.jp/index.html


出口戦略1の全体構成とサブ課題 筑波大学
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35

交流の場が集積する新モビリティ指向型都市（MOD)の開発 (広島大コンソ)

地域モビリティ資源ダッシュボード →JMDSへ組み込み中 筑波大学

出所 SIPスマモビ広島大コンソ

http://www.tsukuba.ac.jp/index.html


36

先進的モビリティシステムを活用したスマート・ディストリクトの構築 東海国立大学機構コンソ

特長の異なる二つのフィールドでの多様なモビリティ
サービスの実装

フィールドにおける実践展開
ADシステム、インフラ、コミュニティ形成、ビジネス化・・
支える理論研究・技術開発とJMDSへの組み込み
海外発信

出所 SIPスマモビ名古屋大コンソ 36



37
移動手段の手当てが地域作り・活動に与える福祉的効果の検証 日本自動車研究所コンソ

フレイル予防
フレイルは可逆的。コミュニティの力で
元気な暮らし、仲間、地域を取り戻す。

活動と学びのシーン（高知県仁淀川町 人口減少と超高齢化）

体操

共食

お出かけ

とにかく体を動かす
汗をかいて、体も心もほぐす

共に食事を楽しむ

仲間といることが楽しく、あきらめていたことを
実行する人が広がる

それを支えるのは
元気になった本人たち
お出かけドライバー、企画者

データの収集と知恵の発見・明解知化

他地域でも実践・データ収集・分析中

出所： SIPスマモビJARIコンソ
37



出所： ＳＩＰスマモビ ＩＢＳコンソ
38



出口戦略2

安全・快適・賑わいのある都市を実現する広義のインフラの提案と実装

•小さなみちの安全性向上
• 道路幅員 x 速度規制 x 事故状況 x 自動車走行

• ダッシュボード構築、シミュレーターの開発とコミュニケーション、担当者の育成、・・・

• 出口の一つ 小学校通学路の緊急安全総点検における活用

•上市を目指す技術グループ

• 出口１ X 出口２ の実現 スローで心ときめく交通まちづくり （宮崎市）

筑波大学
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1. 現状と課題認識

最も身近な道路である「小さなみち」では更なる安全性向上が求められている

多様な特性を有する

大量の道路空間の

更なる安全性向上が

求められている

全国の道路延長は約123万kmであり、

その約7割を占める約87万kmが幅員

5.5m未満の「小さなみち」

沿道環境や使われ方は多種多様

道路空間の整備・運用は

「人中心」へ移行中

データ：道路統計年報

全国幅員別道路延長

データ：SIPで構築した全国データベース

幅員5.5m未満道路が存する地域

都市計画区域内

またはDID地区内

60万km

都市計画区域外

かつDID地区外

27万km

全道路延長

123万km

幅員5.5m未満

約87万km

幅員5.5m以上

約36万km

「小
さ
な
道
」の
現
状

出典：『静岡県通学路安全プログラム(2014年7月)』
表紙絵

出典：コンソーシアムで撮影

※以降、道路幅員5.5m未満の道路を「小さなみち」と定義

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ 40
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

小さな道においては、「歩行者・自転車事故」への対応が重要

2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)①

210,653 

598,136 

小さな道と幹線道路の比較

56%

36%

13%

14%

21%

34%

10%

16%

5.5m以上

5.5m未満

自動車 二輪車 自転車 歩行者

小さな道

幹線道路

219,458 

-378,678件

73,607 -137,046件

幹線道路

小さな道

約1.6倍

小さな道での事故は幹線道路に

比べて減少幅が小さい

小さな道は幹線道路と比べて

歩行者・自転車事故が約1.6倍！

幅員別の事故類型(当事者)割合交通事故件数の経年変化

小さな道の事故は減少幅が小さい！ 幹線道路と比べ、小さな道では
歩行者・自転車事故の割合が約1.6倍(50％÷31％)！

小さな道
幅員5.5m未満

幹線道路
幅員5.5m以上

交通事故件数[件/年]

約60万件

約21万件
約22万件
（－38万件）

約7万件
.（－14万件）

小さな道
幅員5.5m未満

幹線道路
幅員5.5m以上

自動車 二輪車 自転車 歩行者

▼ 交通事故件数の経年変化 ▼ 幅員別の事故類型(当事者)割合

50%

31%
データ：SIPで構築した全国データベース

データ：SIPで構築した全国データベース

※小さな道；幅員5.5ｍ未満の道路
幹線道路：幅員5.5ｍ以上の道路

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データは警察庁オープンデータ、2022年、第2当事者で集計）

※小さな道；幅員5.5ｍ未満の道路
幹線道路：幅員5.5ｍ以上の道路

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データ 警察庁オープンデータ）

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ
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2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)②

作成したデータベースの集計分析により「年齢」や「時間帯」等の特徴まで把握

小さな道における事故の特性

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

25歳未満 25歳～35歳 35歳～45歳

45歳～55歳 55歳～65歳 65歳～

若者は朝・夕、

高齢者は午前中において

歩行者・自転車事故が多い

高齢者は
午前中に多い

若者は朝,夕に多い

年齢層ごとの時間帯別 事故件数 割合[％]

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データ 歩行者・自転車事故を集計、2022年(1年間) ）

21,783 11,764 692

死亡事故件数[件/年]の年齢構成歩行者・自転車事故[件/年]の年齢構成

8.29

5.59 4.78
3.92 3.57

6.38

2.38

2.75
2.57

2.55 2.90

6.97

10.67

8.34
7.34

6.47 6.48

13.35

25歳未満 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65歳以上

自転車 歩行者

0.01 0.03 0.03 0.03 0.03 0.040.02
0.02 0.03 0.04 0.03 0.02

0.01
0.00 0.01 0.01 0.01

0.10

0.01
0.03 0.03 0.03 0.05

0.41

0.05
0.09 0.09 0.10 0.11

0.63

25歳未満 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65歳以上

自動車 二輪車 自転車 歩行者

0.41

高齢者の歩行者の

死亡事故が多い

若者の自転車事故、

高齢者の歩行者事故が多い

死亡事故件数[人口1万人当たり件/年]の年齢構成歩行者・自転車事故[人口1万人当たり件/年]の年齢構成

8.29

6.97

※警察公表データ（25未満はひとくくり）を基にSIPで構築した全国データベース
（事故データ 2022年(1年間)、人口 2022年10月1日時点）

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データ 令和4年(1年間)、人口 2022年10月1日時点）

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ
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2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)③

小さな道の事故は都市部で多く発生し、高い事故率となっている

0.190 

0.044 

0.007 

都計内×DID地区内 都計内×DID地区外 都計外×DID地区外

87.1 87.9

38.5

60.6

埼玉県 神奈川県

小さな道 幹線道路

小さな道における事故の特性

幹線道路に比べ、

小さな道の事故率は高い！

都市計画区域内かつDID地区内は、

他地域に比べて事故発生リスクが高い！

小さな道と幹線道路における事故率[億/台キロ]小さな道における地域別の事故密度[件/km]

約4倍 約28倍 約2.2倍

約1.5倍

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データ 2022年(1年間)をDRMと国土数値情報と統合）

※データ：SIPで構築した全国データベース
（事故データ 2022年(1年間)をDRMと統合）
（交通量データ(走行台キロ)  2021年度(R3年度)道路交通センサス道路交通センサス、

 ETC2.0プローブデータ(2023年10月4日)）

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ
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筑波大学
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筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ
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自治体が直面している課題

3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ①

全国データベースを自治体職員が通常業務で簡易に使えるダッシュボードに展開

• 小さな道の９割以上を市町村管理

• 市町村で配分できるリソース

(職員、時間等)は限定的

通常業務で簡易に使える

環境整備が必要

現状がどうなって

いるかわからない

※複数自治体からの

ヒアリング結果より整理

優先順位が

つけられない モデル地域職員の試行を通じて

ブラッシュアップ

幅員5.5m未満の道路

しかない5次メッシュの

うち、川沿いの道路を

高速で走行する車両

が多い。抜け道走行し

ているものと思われる。

数クリックで実態を可視化し、

任意のスケールで確認が可能な

ダッシュボードを構築

（今後、LLMの活用が可能なデータスペースとの連携も予定）
300 m

トップ > 三郷市 > 

交通規制

都市計画区域

小学校区

5次メッシュ区分

走行速度

道路区分

対象範囲図

標準地図

交通規制

小学校区

走行速度

道路区分

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ 46
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3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ②

ダッシュボードの使用により、現状の問題点を的確かつ効率的に把握可能

住宅地内のエリアを通過する車両

致死率が急激に高まる30km/h超

問題点の把握例①

30km/h超の走行が多い

通学路指定されている小さな道

問題点の把握例② 

客観的なデータに基づくことにより

問題点を的確に把握
一元的に確認できることで

短時間で俯瞰的に対策を検討

／   問題点が浮き彫りになる  ＼

筑波大学

出所：ＳＩＰスマモビオリコンコンソ 47
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ダッシュボードとガイド（案）をパッケージとして提供し、地方自治体を支援

自治体職員の活用を通じて、アジャイル型で
政策パッケージをブラッシュアップ

モデル地域等での試行

3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ③

政策パッケージ

・データの読取り方

・合意形成のノウハウ

・…

政策パッケージ
ガイド(案)

街路網構成論

可視化ツール

評価シミュレーター

政策モニタリングシステム

ダッシュボード

適切なデータを活用し、

地域の課題を把握できる

出力された結果を

きちんと理解できる

住民に分かりやすく

伝えることができる

関係者への

説得力が増す

データ

リテラシー

醸成

資料作成の

効率化

合意形成の

負荷減少

筑波大学
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政策貢献 小さなみちの大きな改革 JAPICとも連携

小さなみちの

大改革

JMDS

街路網構成論

可視化ツール 評価シミュレーター

政策モニタリングシステム

政策パッケージガイド(案)

データの読取り方
合意形成
のノウハウ

自治体担当者

自治体への支援 ： 交通安全対策の実施・検証・改善の容易化

社会実装単位２の提供財（政策パッケージ）自治体の課題

自分たちの地域の現状が

どうなっているかわからない

どのエリアから始めるべきか

優先順位がつけられない

どういう対策を打てば

効果があるかわからない

国・関係省庁への提言 ： 小さなみちの速度制限・歩車共存の交通環境の実現

注）掲載内容は、関係省庁による政策決定を担保するものではなく、SIPスマモビからの提案である。今後とも関係省庁と協議を進めていく。

モ
デ
ル
地
域
で
の
試
行

補助申請支援

AI による多様なデータと MAS の統合
コミュニケーションプロセスとの統合（ ）

「誰でもいつでも、低コスト、専門知識が不要」で検証できるツールを開発・社会実装
＊１）歩行者はどこを歩いても立ち止まっても良く、車両は最徐行で通行する道路

小さなみちの

大改革
事故ゼロに向けて

通学路の

安全対策
を端緒として

・センターラインの無い
道路の法定速度

30km/hへ引き下げ

・歩車融合道路 *１）

（JAPIC提言）
・ゾーン30
・ゾーン30プラス

・面的な交通安全対策

促進地区(国土交通省)

で活用して頂く

・全国２万の小学校に
おける安全対策での活用
・通学路交通安全プログラム
への適用

・全国の自治体で活用頂ける
環境の構築
・歩道の整備等
・一方通行による歩行空間
確保（プランター設置等）• 交通安全対策で活用できる政策パッケージを適宜ブラッシュアップ

• 活用頂ける地域を増やすため、関係省庁との対話、自治体への情報提供を継続

地域での実践

• 関係省庁との対話を通じて取り入れて頂く省庁の関連施策を増やす
施策との連携

49



日本信号コンソでは、V2N等を活用したリスクの未然通知技術を開発（提供財）。

昨年度はテストコース（久喜・ひたちなか）で検証実施済み。今年度はモデル地域（つくば市）で公道実証を予定。

• 各交通参加者の位置情報をスマホアプリとV2N通信に
加え、インフラセンサを用いて取得

• スマホアプリ未所持者等の交通参加者の位置情報も取得
  可能なため、一方がアプリを持っていればサービス提供可能

• インフラセンサの設置が必要（自動運転等他用途との共用も想定）

インフラセンサ連携

• 各交通参加者の位置情報をスマホアプリとV2N通
信を活用して取得する（車載連携も想定）

• インフラに頼らず、どこでもサービス提供可能
• スマホアプリの普及がサービス提供頻度に影響

（他サービスとの連携による普及促進も想定）

V2Nオールコネクテッド

コネクテッドコネクテッド

非コネクテッド

コネクテッド コネクテッド

インフラ経由

2020年代の後半に社会実装すべく推進

上市を目指す技術 V2Nの活用によるリスクの未然通知 日本信号コンソ 筑波大学

出所 ＳＩＰスマモビ日本信号コンソ
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上市を目指す技術 リ・デザインに資するサイバニック・スマートモビリティ CYBERDYNEコンソ

日常生活圏における移動を支えウェルビーイングを維持向上させる、安全・安心のスマートモビリティ開発
小型・軽量 30㎏未満で折り畳み式（乗用車に積載可能）
低速 ０から20km/hの速度域 小さな道路を想定
３D移動 道路から建築物へ
設計を終了し試作機製作中。走行空間に関しては小さな道路を想定（オリコンコンソとの連携）
以後、社会受容性獲得と性能向上を目指しての試験走行を繰り返し、型式認証獲得も目指す

■サイバニック・スマートモビリティ コンセプトイメージ（CYBERDYNE）

筑波大学

出所 ＳＩＰスマモビ サイバーダインコンソ
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横断歩行者検知等
（広FOV型PCSEL-LiDAR）

●金沢大コンソでは、フォトニック結晶レーザーを活用した軽量・小型・高精度な国産のLiDARを開発（提供財）。

●カード型PCSEL-LiDARは光源のビーム品質が高く、外光の影響を受けにくく、屋外利用においても高い認
識精度を実現。従来のレンズを複数利用する光源に対し、直進性の高い光源であるPCSELを活用することでレンズ

不要となり、小型化を実現。

●自動運転やＶ２Ｘを活用した交差点でのリスク未然通知装置等に活用。

2
c
m

フットプリント名刺サイズ以下

カード型PCSEL-LiDARの試作

カード型
PCSEL-LiDAR

LiDARシステムが複雑かつ大型・高価：
ボトルネック

LiDARシステムの小型化・簡略化・低コスト化：
ボトルネックの解消

高輝度：高ビーム品質、狭発散角（レンズフリー特徴）
高機能：多点照射とその走査までも可能

2重格子フォトニック結晶

フォトニック結晶レーザー(PCSEL)

複合変調フォトニック結晶

通常の半導体レーザー

通常の半導体
レーザー

ビーム整形のための複雑な  
レンズ系と精密な調整が必要

ビーム走査のために、外部に
機械駆動式ミラー等が必要

機械式スキャナ

低輝度：ビーム品質が悪く、広い発散角
低機能：単体でビーム走査不可

(*PCSEL: Photonic Crystal Surface Emitting Laser)

Road to the L4プロジェクトHPより引用
https://www.road-to-the-l4.go.jp/activity/theme04/pdf/theme04_01.pdf

横断歩行者検知等
（広FOV型PCSEL-LiDAR）

PCSEL-LiDARを用いた
インフラセンサ

➢CYBERDYNEコンソ（次世代型移動体）
➢筑波大(鈴木)コンソ（小型モビリティ）
➢ IBSコンソ（宮崎での歩行者計測）
※SIP他課題との連携は後述

スマモビ他テーマでの活用も推進

上市を目指す技術 PICEL LiDAR 金沢大コンソ（京都大野田教授）
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スローで心ときめくモビリティまちづくり 宮崎市 出口1 X 出口２

出所
SIPスマモビ
IBSコンソ
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出所 SIPスマモビ IBSコンソ
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出所 SIPスマモビ IBSコンソ 55 55
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宮崎市中心部アミロード・広島通 出所 SIPスマモビ IBSコンソ 57



JMDS、国際連携の位置づけと出口戦略

• JMDSと国際連携は、二つの社会実装単位と一体になって研究開発を進める

• JMDS

• 二つの社会実装単位によって収集、分析、デジタルサンドボックス解析に使用された
データ、知識、ツールの実践的格納と活用

• これをもとに、早期に「JMDS協議会（仮称）」の設立を目指し、自立的運営体制とエコシ
ステムを構築する

• 国際連携

• ASEAN諸国への成果輸出、共同成果の創出：国機関（関係省庁、JICA、JETRO）、産業界
（日本と相手国の事業者）との連携の追求

• 国際機関（OECD・ITF、EUの諸委員会・・・）、USDOT、国際学会（EASTS、POLIS、・・・）との
連携の強化と情報交換・成果発信

筑波大学
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データ連携基盤（JMDS）の構成

●a

指針 人材

LiPT？ コミュニティ

数クリックで実態を可視化し、

任意のスケールで確認が可能な

ダッシュボードを構築

●JMDSは、各種データの他、社会実装単位①②において開発される｢ダッシュボード｣｢デジタル・サンドボックス｣
｢知恵袋・TIPS集｣等のツールで構成

※本課題ではプランニングとそのマネジメントのPDCAサイクルをスコープとしており、JMDSではリアルタイムなデータは扱わない。

出所：ＳＩＰスマモビＮＴＴデータコンソ
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単なるデータPF、データベースではない

３つの共有 データ、ツール、知識
プロジェクトを通じての実装・実現

生成AIによるデータ・ツール・知識及びその連携的活用の容易性と充実の
向上

構築過程に特色

第1ステップとして対象の限定 スマモビの二つの出口
Ｃｏ－Ｗｏｒｋ データ技術者と現場との共同・協働作業

狙い
社会実装単位としての各コンソの成果の連結と利用のハードルを下げる

これまでにも交通計画・交通政策の検討ツール（交通需要の分析・予測・評

価手法など）は多数開発されてきたが、データ技術との協創により、

誰も（行政・事業者・NPO担当者）が、より簡単・便利に、より短期間で、よ

り低費用で、より高精細かつ説得力ある形で使える施策ツールに。

60
JMDS の考え方 ＮＴＴドコモコンソ、東大・関本コンソ、筑波大・鈴木コンソ

越塚登SPDのプレゼン資料 60
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東京大学コンソのプレゼン資料

スマートモビリティプラットフォームの構築に向けた国際的な研究連携・対外情報発信活動の推進
東京大学（大口教授）コンソ
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おわりに

•幅広い多様な研究分野とテーマ
•大変ですが何とか成果も視野に
•実用化を目指して構造化し凝集力・突破力を高める段階

•社会実装を目指して勝負はこれから
• 出口、社会実装のパートナーとの連携を強化中
• ご関心があれば、お気軽にご連絡ください

スマートモビリティプラットフォームの構築ホームページ
連絡先 ishida@sk.tsukubai.ac.jp

ご清聴、ありがとうございました

筑波大学

62

https://sip3.nedo.go.jp/smartmobility/
mailto:ishida@sk.tsukubai.ac.jp
http://www.tsukuba.ac.jp/index.html

	スライド 1: 第25回　ＪＡＰＩＣオンライン講演会 　 スマートモビリティの追求 　 ～ＳＩＰ「スマートモビリティプラットフォームの構築」が目指すもの～
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3: 話の概要
	スライド 4: ＳＩＰとは？　　
	スライド 5: 人口の増減、高齢化率の上昇  
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 国土交通省　交通空白解消本部
	スライド 10: 通学路の交通安全問題
	スライド 11
	スライド 12: SIP「スマートモビリティプラットフォームの構築」に取り組む基本姿勢
	スライド 13: 人の生死・幸せとモビリティ
	スライド 14
	スライド 15: 「スマートモビリティプラットフォームの構築」の全体像
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 出口戦略１ 持続可能なモビリティ・サービスの提案と全国津々浦々への実装
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: 狭域展開の例　2　北海道厚真町と（株）ミーツ
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: 超高齢社会のモビリティ１　フレイルサポーターの大きな意味と意義　高知県仁淀川町
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33: 無理やり、共通点
	スライド 34
	スライド 35: 交流の場が集積する新モビリティ指向型都市（MOD)の開発　(広島大コンソ)
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39: 出口戦略2 安全・快適・賑わいのある都市を実現する広義のインフラの提案と実装
	スライド 40: 1. 現状と課題認識
	スライド 41: 2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)①
	スライド 42: 2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)②
	スライド 43: 2.(2)全国データベースにより判明したこと(成果)③
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46: 3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ①
	スライド 47: 3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ②
	スライド 48: 3. エンドユーザーと連携した成果のブラッシュアップ③
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51: 上市を目指す技術　　リ・デザインに資するサイバニック・スマートモビリティ 　　　CYBERDYNEコンソ
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58: JMDS、国際連携の位置づけと出口戦略
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62: おわりに

